
ふじのみや

このまちで
暮らしたい。
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長男
2歳

都内から富士宮市に移住した 子育て世代
Y さん一家の暮らしを覗いてみよう

ママ
28歳

パパ
29歳

ちょっといい　ちょうどいいまち

ふじのみやで暮らす
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AM8:00　職場へ向かう
都会の満員電車で揺られていたときよりも、気持ちが軽い気がする。
富士山を車窓越しに見ながら職場へ。

パパの朝

AM7:30　家を出発
「気をつけて行ってらっしゃい」と家族に見送られ、
今日も元気に行ってきます！
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AM10:00　お出かけ
これから子どもと公園に行ったり、買い物したり。
富士宮に越してきてから、車の運転がちょっと上達したかも。

ママと子の
昼間

AM10:20　公園
富士宮には公園がたくさんある。この砂浜みたいな砂場がこの子のお気に入り。
裸足になって、砂を踏み踏み元気いっぱいに遊んでいる。
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AM11:40　昼食
おいしそうなやきそばの匂いにつられてやってきたお宮横丁。
今日のお昼はここで決まり。

PM0:40　買い物
農家の人達が採れたての野菜を並べるお店。
富士宮産の新鮮な野菜を目の前にするとわくわくしちゃう。夕食は何をつくろう
かな？
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PM1:30　帰宅
駐車場で、「ママ、富士山がお帽子かぶってるみたい」と息子。
近所のおじいさんに聞いたけれど、富士山が笠雲をかぶると翌日は雨になるらしい。
明日は傘を忘れないようにしないとね。

PM5:00　夕食の支度
「喉が渇いた～！」と息子。蛇口をひねってそそいだお水を渡すと、ゴクゴクゴク。
そういえば、富士宮に引っ越してきてからミネラルウォーターを買わなくなった。
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家族団らん
の夜

PM6:00　夕食
息子「おいしい！」　パパ「この長ネギ、甘くておいしいね」
ママ「富士宮産の新鮮なお野菜ばかりだから、たくさん食べてね♪」

PM8:30　就寝前
息子がスヤスヤ眠りについて、夫婦で一休み。
車に忘れ物を取りに行こうと外へ出たら、星空が広がっている。
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市内で過ごす
休　日

レジャー施設で動物とのふれあい
子どもが「ヤギさんヤギさん」とはしゃいでいる。
恐る恐る餌をあげている姿が愛らしい。

中心市街地でショッピング
ショッピングモールでお買い物。
家電から衣類まで何でも揃うから便利。
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冬 Winter
中心市街地では滅多に雪は降らないけれど、
北部に行くと一面の雪景色に出会える。

秋 Autumn
11 月には大きなお祭りが開催される。
中心市街地が賑わい、
屋台が立ち並ぶ風景に胸が踊る。

陣
じん

馬
ば

の滝
たき

春 Spring
桜並木の道を家族で歩く。
川のせせらぎも聞こえ、
お花見には絶好のスポット。

四季折々
の 休 日 の 過 ご し 方

夏 Summer
水が豊富なまちの夏は、
水場で涼しく過ごせる。
親子で水遊びをしてはしゃぐ。

潤
うる

井
い

川
がわ

河
か

川
せん

敷
しき

富
ふ

士
じ

山
さん

本
ほん

宮
ぐう

浅
せん

間
げん

大
たい

社
しゃ

朝
あさ

霧
ぎり

アリーナ
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AM11:00　
友人たちと待ち合わせ
友人たちとショッピングやランチにお
しゃべり、
ママのリフレッシュタイム。

AM 9:09 新富士駅 発～
AM10:17 東京駅 着
車窓から見える富士山がとっても綺麗。
景色も、都内までのアクセスも良好。

AM8:30　出発
今日は都内の友人たちと久々に会う約束。
パパに子どもをお願いして、
車で新幹線の駅へ。

市外に出かける
休　日
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東京都

富士急ハイランド
東京ディズニーリゾート

PM17:26 東京駅 発～
PM18:34 新富士駅 着
楽しい時間もあっという間だけれど、
帰ってくる時間もあっという間。

都内や人気のテーマパークまでの
アクセスも良好

新幹線と電車で約 2 時間
車で約 2 時間 30 分

新幹線で約 1 時間
高速バスで約 2 時間 30 分

車で約 1 時間
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移住した決め手…
移住先の選び方は、実際に訪れて

みて、景色やまちの雰囲気といった
ものや、そこでの暮らしが現実的で
あるか考えて決めました。

現実的であるかというのは、職が
あるか、学校、買い物できる場所、
過疎化すぎていないか、ある程度の
大きな病院はあるか、実家まで車で
帰省しやすいかといったことです。

富士宮には、栄えている中心市街
地と自然に恵まれた田舎の両方があ
り、車ですぐ行き来ができる点が気
に入りました。

移住のきっかけ…
移住する前は東京都に住んでいました。
妻の妊娠がきっかけで、これまでと今後の

生活について考えることが多くなりました。
都会では、窓をあけると、目に入ってくる

のは隣の家の壁。ベビーカーで外を歩くとき
は車の排気ガスが気になるなと思い、もっと
自然のあるところで暮らしたいと、思い切っ
て移住を決意しました。

家族構成　父 (29)、母 (28)、長男（2）
東京都から富士宮へ移住

移住者の声 ①

『ふじのみやで暮らす』のモデルになっていただいた安中さんご家族
「地元から離れ、転職してまで移住した素敵なまち」
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このまちに望むこと…
こんなに美しいまちだから、1 度来たら住みた

いと思うはず。山の景色が好きな人なら尚更です。
富士山と高原、または田園風景に惚れて移住を

決意する人が多いようなので、もっと PR して欲
しいです。

そして、子育て世帯が増え、まちが活性化すれ
ば嬉しいですね。

実際に住んでみて…
まちの人がみんな優しくて、車が

道を譲り合っていることにびっくり
しました。近所の農家の人とも親し
くなり、よく野菜をいただいていま
す。

また、首都圏より気温が 2 ～ 3 度
暖かくて過ごしやすいです。

帰省時には、混む方向と逆なので、
実家まですいすい帰れます。
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人口：134,491 人（平成 28 年 2 月現在）

面積：389.08 キロ平方メートル
年間平均：15.1℃

標高差が 3,741 メートルで、日本一標高差のあるまち。
だから、地区によって気温の差があって、色んな景色が楽しめる。
山々に囲まれ、豊富な水に恵まれた自然いっぱいのまちである一方、
中心市街地には商業施設や医療機関などが揃っている。

芝川地区

富士山麓地区

中心市街地

のプロフィール富 士 宮 市
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農業 酪農

医薬・医療機器製造

金属加工機械製造
輸送用機器製造

飲料水製造

広大な土地と
豊富な水
産業が盛んなまち
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買い物や学校
いざというときの病院は？

施設
情報

保育園（公立 13 園・私立６園）
私立幼稚園（認可10園・認可外1園）
認定こども園（3 園）

小学校（公立 22 校）
中学校（公立 13 校・私立 １校）
高等学校（公立 ４校・私立 １校）

ショッピングモール １店舗
食品スーパーマーケット
 15 店舗以上

病院 ６機関（市立病院など）
診療所 71 機関

（小児科14施設、産婦人科３施設）
※富士宮市医師会加盟

救急医療センター

のプロフィール富 士 宮 市
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にこにこ離乳食教室
赤ちゃんのために楽しく離乳食を作る教
室。

もうすぐパパママ学級
これからパパ・ママになる人が、沐浴や
だっこ体験など楽しく学べる教室。

子育て
情報

あそびの教室
就学前の子どもが、ボランティアの先生
や講師の指導で歌・手遊び・絵本の読み
聞かせ・体操などを楽しめる。

地域子育て支援センター
ハイハイから就園前くらいの子どもま
で、ベビーマッサージや親子プールなど
で楽しくふれあい遊び、育児相談もでき
る。

こんな講座・教室　行ってみたい・学びたい
パパもママも子どもも　友達の輪が広がる
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移住のきっかけ…
子どもを育てるにあたり、自然環

境が豊かなところで過ごさせてあげ
たいと考えたことがきっかけです。

また、生活が仕事中心になってい
た中で、大人も自然環境で暮らした
いという気持ちになり、移住を考え
ました。

家族構成　父 (46)、母（43)、長女（10）、長男（7）　東京都から富士宮市へ移住
空き家を現在の住まいへ「リフォームしていくのも楽しみのひとつ」だそうです

本格的に田舎暮らしがしたい…そんな希望も叶う　岩井さんご家族
「前の生活と比べて不満はない。
こんな自然環境の中で暮らしたかった」

移住者の声 ②
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実際に住んでみて…
地域の人達が歓迎してくれて、とても良くして

くれているので助かっています。家の改修や庭の
木を切ることなど、手伝ってくださいました。

子ども達も生活する環境がガラッと変わること
を楽しみにしていて、学校でもすぐに友達ができ、
一緒になって自然の中を駆けまわっています。

移住した決め手…
はじめは、自分の探しているような家

があれば、どこでもよかったんです。
家を探しているときに、たまたま富士

宮の方と出会い、話をしたら稲子地区を
紹介してもらいました。

稲子地区に行ったところ、定住委員の
方が、物件や移住後のことなど、いろい
ろと相談に乗ってくださいました。

そういった窓口があることが心強かっ
たです。

お気に入りのスポットや景観は…
芝川地域の山々と、自宅付近の木々に囲まれた

景観です。
「となりのトトロ」に出てくる森のように感じら

れました。
「お父さんに作ってもらった！」と自然の
遊具で遊ぶ長男・祥恭くん

屋根裏を子供部屋に
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これは富士宮市での暮らしに興味を持ってもらう「きっかけ」です。

富士宮市での暮らしが気になったら 次の扉を開いてみてください。

このまちで　ちょうどいい暮らし　探しませんか？

http://www.fujinomiya-life.com/

「fujinomiya life」で 




